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議
員

平
成
十
九
年
八
月
に

第
一
回
平
塚
市
食
育
推
進
委

員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の

委
員
会
は
、（
仮
称
）
平
塚

市
食
育
推
進
基
本
計
画
の
策

定
お
よ
び
食
育
の
推
進
を
目

的
に
発
足
し
た
と
聞
く
が
、

委
員
の
構
成
を
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

幅
広
い
視
野
の

も
と
、
食
に
関
係
し
た
二
〇

団
体
の
代
表
と
学
識
経
験
者

で
構
成
し
て
い
る
。

議
員

委
員
会
で
は
ど
の
よ

う
な
考
え
の
基
に
食
育
を
推

進
し
て
い
く
の
か
。

経
済
部
長

食
育
基
本
法
お

よ
び
国
の
食
育
推
進
基
本
計

画
を
推
進
す
る
基
本
的
な
七

方
針
を
骨
子
と
す
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
。健
康
・
生
産
・

流
通
・
販
売
・
消
費
の
総
合

的
に
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食

に
関
す
る
考
え
を
基
に
、
本

市
の
特
徴
を
生
か
し
た
食
育

の
推
進
を
検
討
し
て
い
く
。

議
員

委
員
会
で
は
地
産
地

消
に
つ
い
て
も
議
論
さ
れ
て

い
る
と
聞
く
が
、
食
の
安
全

性
や
コ
ス
ト
、
鮮
度
を
考
慮

し
て
も
地
産
地
消
は
重
要
だ

と
考
え
る
。
本
市
の
取
り
組

み
を
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

現
在
、
朝
市
等

の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
学
校

給
食
で
の
地
元
農
産
物
の
利

用
促
進
等
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
は
二
十
一
年
度
末
に
開

設
が
予
定
さ
れ
る
「
花
と
緑

の
ふ
れ
あ
い
拠
点
（
仮
称
）
」

に
お
け
る
大
型
直
売
施
設
で

の
販
売
も
地
産
地
消
の
大
き

な
柱
に
な
る
と
考
え
る
。

議
員

現
在
、
本
市
で
は
約

一
九
〇
〇
世
帯
、
約
六
〇
〇

〇
人
が
農
業
に
従
事
し
て
い

る
。
し
か
し
、
農
家
の
専
業

比
率
は
約
一
五
・
六
％
で
あ

り
、
高
齢
者
が
そ
の
大
半
を

占
め
て
い
る
。
農
業
従
事
者

は
高
齢
化
の
一
途
を
た
ど
り
、

後
継
者
不
足
が
顕
著
で
あ
る
。

本
市
農
業
の
担
い
手
対
策
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

経
済
部
長

新
た
な
担
い
手

の
確
保
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
湘
南

管
内
の
行
政
機
関
で
「
湘
南

地
域
担
い
手
育
成
総
合
支
援

協
議
会
」
を
設
立
し
、
認
定

農
業
者
の
育
成
・
誘
致
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
認
定
農
業

者
以
外
で
は
、
農
作
業
受
託

組
織
や
女
性
農
業
者
等
が
今

後
の
本
市
農
業
を
支
え
る
新

た
な
担
い
手
に
な
る
も
の
と

考
え
る
。

議
員

団
塊
の
世
代
の
帰
農

に
よ
り
、
農
業
従
事
者
数
の

減
少
が
緩
や
か
に
な
る
と
考

え
る
が
、
帰
農
に
向
け
た
本

市
の
取
り
組
み
を
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

団
塊
の
世
代
の

帰
農
者
は
、
農
業
に
対
す
る

専
門
的
な
知
識
や
技
術
の
不

足
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
神

奈
川
県
の
農
業
技
術
セ
ン
タ

ー
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
就
農
研
修
会
等
を
実

施
し
、
技
術
指
導
や
営
農
相

談
等
の
指
導
事
業
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。

議
員

本
市
の
十
八
年
度
決

算
に
よ
れ
ば
、
歳
出
予
算
の

執
行
率
は
九
六
・
八
％
、
未

執
行
額
は
約
二
三
億
四
七
〇

〇
万
円
で
あ
る
。
事
業
の
目

的
が
達
成
さ
れ
、
予
算
残
額

の
執
行
が
不
必
要
に
な
っ
た

結
果
が
不
用
額
だ
と
認
識
す

る
が
、
十
八
年
度
決
算
に
お

け
る
不
用
額
に
つ
い
て
、
そ

の
額
と
内
容
を
聞
き
た
い
。

副
市
長

十
八
年
度
決
算
で

の
繰
越
金
の
う
ち
、
使
途
の

特
定
さ
れ
て
い
な
い
予
備
費

を
除
い
た
不
用
額
は
約
一
六

億
一
六
九
七
万
円
で
あ
り
、

扶
助
費
や
繰
出
金
が
主
な
内

容
で
あ
る
。

議
員

不
用
額
に
つ
い
て
、

年
度
内
に
精
査
・
把
握
し
、

他
の
事
業
で
執
行
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
。

副
市
長

近
年
は
、
扶
助
費

や
繰
出
金
等
の
増
加
を
加
味

し
て
財
源
を
配
分
し
て
い
る

た
め
、
以
前
の
よ
う
に
新
た

な
建
設
事
業
等
へ
配
分
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。な
お
、

早
急
に
対
応
す
る
必
要
の
あ

る
修
繕
等
に
つ
い
て
は
、
歳

出
予
算
の
不
用
額
を
見
込
ん

で
予
算
流
用
等
に
よ
り
対
応

し
て
い
る
。

議
員

予
算
の
財
源
配
分
に

つ
い
て
、
今
後
の
考
え
方
を

聞
き
た
い
。

市
長

十
八
年
度
当
初
予
算

か
ら
予
算
の
枠
配
分
方
式
を

導
入
し
て
お
り
、
今
後
は
、

柔
軟
な
予
算
編
成
が
可
能
に

な
る
と
考
え
る
。
し
か
し
、

配
分
可
能
な
財
源
に
は
限
り

が
あ
る
た
め
、
各
部
局
に
不

用
額
等
の
決
算
数
値
を
的
確

に
把
握
さ
せ
た
う
え
で
、
適

正
な
財
源
配
分
に
努
め
て
い

き
た
い
。

議
員

今
後
も
適
正
な
予
算

執
行
を
行
う
た
め
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

副
市
長

予
算
の
執
行
管
理

と
収
入
の
捕
捉
を
的
確
に
行

い
、
事
業
の
必
要
性
を
勘
案

し
た
う
え
で
、
優
先
的
に
実

施
す
べ
き
事
業
に
つ
い
て
は

補
正
予
算
措
置
も
視
野
に
入

れ
、
翌
年
度
の
財
源
を
見
据

え
た
適
正
な
予
算
の
執
行
に

努
め
て
い
き
た
い
。

議
員

平
成
十
八
年
二
月
に
、

平
塚
、
大
磯
、
二
宮
の
一
市

二
町
で
ご
み
処
理
広
域
化
の

協
定
を
締
結
し
た
が
、
同
年

十
月
に
二
宮
町
が
脱
退
し
た
。

そ
の
後
、
一
市
一
町
で
新
た

な
役
割
分
担
を
検
討
し
、
平

成
十
九
年
七
月
に
大
磯
町
と

同
時
に
「
平
塚
・
大
磯
ブ
ロ

ッ
ク
ご
み
処
理
広
域
化
実
施

計
画
骨
子
案
」
に
対
す
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
た
が
、
そ
の
内
容
を
聞
き

た
い
。

副
市
長

全
体
で
一
四
人
か

ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
内

容
は
、ご
み
の
分
別
・
減
量
・

資
源
化
や
経
費
な
ど
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
。

議
員

今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

環
境
部
長

平
成
十
九
年
中

に
実
施
計
画
（
案
）
を
作
成

し
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

そ
の
後
、
循
環
型
社
会
形
成

推
進
地
域
計
画
を
作
成
し
て

い
く
。

議
員

分
別
収
集
区
分
等
の

統
一
に
つ
い
て
、
大
磯
町
と

の
間
で
具
体
的
な
協
議
を
行

っ
て
い
る
の
か
。

副
市
長

現
在
、
一
市
一
町

ご
み
処
理
広
域
化
推
進
会
議

の
中
で
大
磯
町
と
収
集
区
分

等
に
つ
い
て
協
議
中
で
あ
る
。

今
後
、
具
体
的
な
検
討
を
重

ね
、
平
塚
・
大
磯
ブ
ロ
ッ
ク

ご
み
処
理
広
域
化
実
施
計

画
へ
反
映
し
て
い
き
た
い
。

議
員

平
成
十
九
年
八
月
に

ご
み
処
理
施
設
建
設
検
討
委

員
会
お
よ
び
ワ
ー
キ
ン
グ
部

会
を
発
足
し
た
が
、
設
置
目

的
を
聞
き
た
い
。

副
市
長

広
域
化
の
実
施
計

画
に
基
づ
き
、
熱
回
収
施
設

（
焼
却
施
設
）
の
建
設
に
向

け
た
庁
内
関
係
部
課
と
の
事

前
協
議
か
ら
、
具
体
的
な
検

討
調
整
ま
で
を
行
う
た
め
の

組
織
と
し
て
発
足
し
た
。

議
員

本
市
へ
の
建
設
が
予

定
さ
れ
て
い
る
熱
回
収
施
設

の
今
後
の
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
聞
き
た
い
。

副
市
長

十
九
年
度
は
環
境

影
響
予
測
評
価
実
施
計
画
書

の
策
定
業
務
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
の
実
施
計
画
書
に
基

づ
き
、
二
十
年
度
、
二
十
一

年
度
に
環
境
現
地
調
査
等
を

行
い
、
環
境
影
響
予
測
評
価

書
を
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

そ
の
後
、
二
十
二
年
度
か
ら

三
か
年
で
建
設
工
事
を
実
施

し
、
二
十
五
年
度
の
稼
働
を

目
指
し
て
い
る
。

議
員

本
市
の
ご
み
処
理
施

設
が
広
域
処
理
施
設
と
し
て

稼
働
す
る
時
期
を
伺
い
た
い
。

副
市
長

本
市
の
既
設
の
リ

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
、
粗
大
ご

み
破
砕
処
理
施
設
に
つ
い
て

は
二
十
四
年
度
か
ら
、
最
終

処
分
場
に
つ
い
て
は
二
十
五

年
度
か
ら
の
使
用
開
始
を
予

定
し
て
い
る
。

議
員

国
内
の
漁
業
就
業
者

数
は
減
少
傾
向
が
続
き
、
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
で
も
漁
業
就
業
者
数
が

減
少
し
て
い
る
と
聞
く
が
、

安
定
的
に
確
保
す
る
に
は
将

来
を
見
据
え
た
計
画
的
な
育

成
が
重
要
で
あ
る
。
新
た
な

担
い
手
の
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
を
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

平
塚
市
漁
業
振

興
対
策
協
議
会
に
お
い
て
、

小
学
生
の
体
験
乗
船
、
中
学

生
の
体
験
漁
業
を
通
し
て
、

海
や
漁
業
へ
の
関
心
を
深
め

る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
中
学
校
で
、
漁
業
者
に
よ

る
講
演
や
定
置
網
漁
業
の
実

習
等
も
行
っ
て
い
る
。

議
員

漁
業
の
担
い
手
の
育

成
に
つ
い
て
、
今
後
は
ど
の

よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か

伺
い
た
い
。

経
済
部
長

今
後
も
市
民
に

漁
業
を
Ｐ
Ｒ
し
、
担
い
手
を

育
成
す
る
活
動
を
支
援
し
て

い
く
。
ま
た
、
漁
業
振
興
等

に
つ
い
て
も
平
塚
市
漁
業
協

同
組
合
と
連
携
し
な
が
ら
推

進
し
て
い
く
。

議
員

都
市
部
の
若
者
を
確

保
す
る
な
ど
、
新
た
な
視
点

に
立
っ
た
広
域
的
な
漁
業
就

業
者
確
保
対
策
が
必
要
と
考

え
る
が
、
今
後
の
取
り
組
み

を
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

水
産
庁
の
就
業

対
策
と
し
て
、
十
八
年
度
か

ら
新
た
に
、
就
業
希
望
者
が

円
滑
に
就
業
で
き
る
よ
う
漁

業
現
場
で
の
六
か
月
間
の
研

修
を
実
施
す
る
制
度
等
が
行

わ
れ
て
い
る
。
今
後
は
そ
れ

ら
の
情
報
を
収
集
し
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
情
報
発

信
し
て
い
き
た
い
。

議
員

十
三
年
度
末
に
廃
止

さ
れ
た
旧
食
肉
セ
ン
タ
ー
は
、

十
五
年
度
以
降
危
険
性
の
高

い
建
物
か
ら
順
次
解
体
し
、

現
在
で
は
旧
と
畜
本
館
の
み

が
残
っ
て
い
る
。
安
全
・
管

理
面
か
ら
も
早
期
の
解
体
・

更
地
化
が
必
要
だ
と
考
え
る

が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。

経
済
部
長

二
十
年
度
当
初

予
算
で
の
解
体
経
費
計
上
を

予
定
し
て
い
る
。
現
在
、
敷

地
の
周
囲
に
外
柵
を
設
け
て

施
錠
管
理
を
し
て
い
る
。
ま

た
、
警
察
に
巡
視
の
依
頼
を

す
る
と
と
も
に
、
職
員
が
他

の
業
務
で
現
場
に
出
る
際
に

は
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
安

全
管
理
に
努
め
て
い
る
。

議
員

旧
食
肉
セ
ン
タ
ー
の

跡
地
利
用
に
つ
い
て
、
現
在

ま
で
の
検
討
経
過
を
聞
き
た

い
。

経
済
部
長

鈴
川
の
土
手
の

管
理
体
制
や
河
川
保
全
区
域

に
つ
い
て
、
平
塚
土
木
事
務

所
と
協
議
等
を
行
っ
た
。
さ

ら
に
畜
霊
碑
の
移
設
や
敷
地

内
に
存
在
す
る
認
定
外
道
路

の
廃
止
の
手
続
き
な
ど
、
跡

地
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
て
き
た
。

議
員

跡
地
利
用
に
関
し
て

今
後
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
な
の
か
。

経
済
部
長

庁
内
関
係
課
と

跡
地
利
用
や
売
却
に
関
す
る

調
整
会
議
を
行
い
、
二
十
年

度
に
は
地
元
住
民
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
立
ち
上
げ
、
意

見
を
聞
き
な
が
ら
跡
地
利
用

計
画
を
作
成
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。
そ
の
後
、
土
地
の

売
却
に
関
す
る
各
種
手
続
き

や
工
事
の
設
計
等
を
行
い
、

平
塚
市
総
合
計
画
の
実
施
計

画
に
位
置
づ
け
て
進
め
て
い

く
考
え
で
あ
る
。

後
継
者
不
足
が
顕
著

農
業
の
担
い
手
対
策
は

熱
回
収
施
設
の
建
設

今
後
の
予
定
聞
く

第第
一一
回回

食食
育育
推推
進進
委委
員員
会会
をを
開開
催催

本本
市市
のの
特特
徴徴
生生
かか
しし
たた
食食
育育
目目
指指
すす
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旧食肉センターの跡地
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